
岩手県立岩泉高等学校ＰＴＡ 

学校の特徴 
 昭和１８年に開校し、小本分校、田野畑校、小川校と統合をしつつ令和５年に８０周年を迎える。岩泉町、田野畑村あわせ唯一の高校であり、両町村出身者が 
９６％を占める。地域課題探求学修「KIZUKIプロジェクト」や郷土芸能活動、「三陸ジオパーク」推進活動を通じ地域理解を進めることで、「地域を支え、地域に支え
られる」地域に根ざした学校である。 

地域の特徴 
 岩泉町は、東は太平洋に臨み、西は盛岡市に接する東西５１ｋｍ南北４１ｋｍの広大な地域である。外山早坂高原県立自然公園、三陸復興国立公園を有し、総
面積の約７９％を山林が占める。全地域にわたって石器や土器が出土し、三陸ジオパークをはじめとし、国・県・町指定文化財や数多くの町指定無形民俗文化財
を有する。龍泉洞をはじめとする小本・安家水系の河川により水の豊富な地域である。農林漁業経営者及びサービス業従事者が多い。 

活 動 内 容 
 ＰＴＡ役員中心に、ＰＴＡ活動紹介と各委員会説明を行い、新入生ＰＴＡ役員選出をするなど、小・中学校をとおした保護者間の結束力がある。役員以外の一般会
員も積極的に活動し学校行事の盛り上げに貢献している。 
・ＰＴＡ総会 ・登校時一声運動 ・マナーアップ運動 ・学年ＰＴＡ ・体育祭ドリンクコーナー ・泉高祭食堂 ・研修旅行 ・会報（年3回発行）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ＰＴＡ総会日の学校行事および参観内容や講演会が定着し、毎年の出席率は高い。 

・健全育成委員会の登校時一声運動では、警察、ボランティア団体の参加や、役員以外からの協力によ
り参加者の増加につながった。 
・母親委員会活動の体育祭ドリンクコーナーや泉高祭食堂運営も主体的に活動している。 

成  果   

・少子化により生徒数、ＰＴＡ会員数の減少は止めようがない状況である。
生徒の高校生活を充実したものにするため、まず保護者が楽しめるＰＴＡ
活動、学校と密に連携がとれる環境作りを目指す。 

・本校の健康課題について、母親委員会、学校（養護教諭、教科）、町栄養
士と連携した取り組みを検討したい。 

課  題  

所在地：岩手県下閉伊郡岩泉町 全校生徒数：１５６名 

 

ＰＴＡ総会 開催日の流れ 
 
※全クラスの授業公開 
  進路講演会（進学・就職） 
    高総体県大会出場部の壮行式参観 
 全国大会に出場した郷土芸能同好会の演舞披露 
 保護者へ感謝メッセージ付き軽食提供（家庭科授業で調理） 

 
※PTA活動報告では、学校生活やPTA活動の様子を撮影した 
 スライドを上映。総会出席率４９％ 

特 徴 的 な 活 動 ○母親委員会活動  
  

体育祭ドリンク 
       コーナー 
２日間にわたり、麦茶、 
スポーツドリンクの 
提供と声援を送った。 

泉高祭食堂運営 
                  うどん、そば、カレー、 
                  ブルーベリージュース、 
                  手作りドーナッツ販売 
 
 
 
 
 
 
 

有志で結成された親父の会を 
巻き込み、学校行事を盛り上 
げている。 

【 岩 手 県 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 文 化 財 課 】 

登校時一声運動・マナーアップ運動 
 
○ＰＴＡ健全育成委員会活動 
５月から１１月までの最終金曜日に全６回実施。 

生徒会交通安全委員、生活委員、岩手県少年警察ボ
ランティア協会、岩泉警察署、ＰＴＡ一般会員も参加。
（延べ４７名） 
 
 
生徒たちの元気で 
さわやかな挨拶習慣 
の一助となっている。 


